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『
津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
』
で
は
年
に
４
回
、「
交
流
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
利
用

者
さ
ん
よ
り
「
お
化
粧
を
覚
え
た

い
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
希
望
者
を
対

象
に
「
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
12
月
８
日
『
弘
前
市
総
合

学
習
セ
ン
タ
ー
』
を
会
場
に
、『
資
生
堂

販
売
株
式
会
社
東
北
支
社
青
森
オ
フ
ィ

ス
美
容
統
括
部
』
よ
り
２
名
の
ご
指
導

を
頂
き
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
お
化
粧
を
し
て
い
て
、
よ

り
綺
麗
に
と
い
う
方
か
ら
、
お
化
粧
の

経
験
が
な
い
方
ま
で
様
々
。
皆
さ
ん
、

始
ま
る
前
か
ら
そ
わ
そ
わ
、
各
テ
ー
ブ

ル
の
カ
ラ
フ
ル
な
お
化
粧
道
具
に
興
味

津
々
で
し
た
。

　

プ
ロ
の
方
の
お
話
は
、
利
用
者
さ
ん

だ
け
で
な
く
職
員
に
と
っ
て
も
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
す
。
化
粧
水
の
付
け
方

か
ら
ア
イ
シ
ャ
ド
ー
の
使
い
方
ま
で
と

て
も
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
、

利
用
者
さ
ん
は
、
真
剣
な
表
情
で
鏡
に

向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
難
し
い
と
こ
ろ

は
講
師
の
方
に
手
伝
っ
て
頂
き
、
皆
さ

ん
ど
ん
ど
ん
綺
麗
に
な
り
ま
す
。
最
後

の
仕
上
げ
に
チ
ー
ク
を
の
せ
る
と
、
ま

る
で
別
人
の
よ
う
。
お
互
い
顔
を
見
合

わ
せ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。
綺

麗
に
な
っ
た
自
分
た
ち
を
見
て
幸
せ
そ

う
な
笑
顔
が
、
よ
り
一
層
お
化
粧
を
引

き
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
は
、「
難
し
か
っ
た
け

ど
勉
強
に
な
っ
た
。」「
今
度
は
ア
イ
ラ

イ
ナ
ー
も
使
っ
て
み
た
い
！
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

利
用
者
さ
ん
か
ら
の
声
を
大
切
に
し
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
「
交
流
会
」
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
開
催
！

拓
心
館
グ
ル
ー
プ
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い
け
ど
楽
し
い
。」
や
「
ど
ん
な
門
松
さ

な
る
べ
。」
と
話
し
、
初
め
て
の
門
松
に

手
こ
ず
り
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
門
松
を
玄
関
に
飾
り
、
一

言
。「
立
派
だ
門
松
出
来
た
な
ー
。」
皆
さ

ん
が
想
像
し
て
い
た
も
の
よ
り
も
見
事
な

門
松
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

事
業
所
で
は
、
身
近
な
も
の
を
活
用
し

て
製
作
活
動
を
し
、
創
造
性
が
高
め
ら
れ

る
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
『
拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所
』
で
は
、

活
動
の
一
環
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
空
き
缶

潰
し
や
使
用
済
み
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
使
用
し

て
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
、
古
新
聞
等
を
利

用
し
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
製
作
等
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
新
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
廃
材

利
用
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
門

松
」
を
製
作
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
廃
材
の
回
収
で

す
。
牛
乳
パ
ッ
ク
、
段
ボ
ー

ル
、
日
々
の
活
動
で
使
用
し

な
く
な
っ
た
教
材
な
ど
、

様
々
な
廃
材
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

い
よ
い
よ
製
作
で
す
。
作

業
工
程
を
組
み
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
で
分
担
し
ま
す
。
段

ボ
ー
ル
が
思
い
通
り
の
形
に

な
ら
ず
、
悪
戦
苦
闘
す
る
利

用
者
さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、

他
の
利
用
者
さ
ん
や
職
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
一
生
懸
命

に
作
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
「
難
し

障
害
者
支
援
施
設 

山
郷
館
グ
ル
ー
プ

午
年
に
響
け
！
　
　
　

　
　
ス
コ
ッ
プ
三
味
線

線
奏
者
で
、
観
光
Ｐ
Ｒ
大
使
や
各
方
面
で

ご
活
躍
の
小
山
内
文
明
氏
で
す
。
三
味
線

演
奏
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
後
半
の
合
同
演

奏
に
は
、
多
く
の
利
用
者
さ
ん
が
参
加

し
、
か
ら
だ
全
体
で
演
奏
を
表
現
し
、
全

員
が
一
体
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

「
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
し
、
ま
た
や
り

た
い
。」
と
い
う
声
や
、
自
然
に
か
ら
だ

が
動
き
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　
「
鑑
賞
し
て
楽
し
む
行
事
か
ら
、
参
加

し
て
楽
し
む
行
事
へ
」
館
内
は
賑
や
か
な

ス
コ
ッ
プ
の
音
色
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。

　

１
月
15
日
、『
山
郷
館
』
の
２
０
１
４

年
を
飾
る
初
行
事
「
新
年
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
利
用
者
さ
ん
の
年
女

３
名
（
年
男
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
）
の
紹

介
の
後
、
利
用
者
代
表
の
長
内
さ
ん
の
乾

杯
で
幕
開
け
し
ま
し
た
。
特
製
弁
当
は
、

メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、
と
て
も
美
味
し
い

と
好
評
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
新
年
会
の
目
玉
で
あ

る
「
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
演
奏
」
で
す
。

奏
者
は
、
五
所
川
原
市
の
ス
コ
ッ
プ
三
味

障
害
者
支
援
施
設 

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

「
リ
サ
イ
ク
ル
門
松
」で
新
年
を
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今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
く
Ａ
さ
ん
は
、

製
袋
作
業
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

何
と
言
っ
て
も
行
動
力
が
す
ご
い
方
で

す
！

　

弘
前
市
の
自
宅
か
ら
平
川
市
（
旧
尾
上

町
）
ま
で
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
毎
日
休

む
事
無
く
自
転
車
で
通
所
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
事
は
「
当
た
り
前
」
と

い
っ
た
感
じ
で
す
。

　

さ
て
、
彼
の
す
ご
い
行
動
力
と
は
何
か

と
言
い
ま
す
と
、
長
期
休
暇
の
時
期
を
利

用
し
て
一
人
で
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
る
事

で
す
。

　

電
車
の
時
間
を
調
べ
、
宿
泊
先
の
ホ
テ

ル
の
予
約
も
入
れ
て
日
本
全
国
を
旅
し
て

い
ま
す
。

　

あ
る
夏
休
み
の
旅
行
は
、「
弘
前
駅
か

ら
電
車
に
乗
り
秋
田
県
の
大
館
駅
で
下
車

し
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て
隣
の
北
秋
田
市
の

鷹
ノ
巣
駅
（
車
で
も
30
分
位
か
か
る
距

離
）
ま
で
行
っ
て
き
た
。」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

各
駅
停
車
の
列
車
で
の
旅
が
好
き
な

「
乗
り
鉄
」
の
Ａ
さ
ん
。

今
年
も
楽
し
い
旅
を
計
画
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

年
末
最
後
の
活
動
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー
制

作
が
あ
り
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
の
写
真
を
皆
で
見
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
あ
あ
、
こ
ん

な
こ
と
も
あ
っ
た
。」「
行
事
で
食
べ
た
お
寿

司
、
美
味
し
か
っ
た
ね
。
ま
た
食
べ
た
い
。」

等
々
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。
写
真

を
眺
め
て
い
る
と
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
載
せ
る
写
真

が
な
か
な
か
決
ま
り
ま
せ
ん
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
は
、
一
年
を
振
り
返

り
、
来
年
の
抱
負
を
語
り
合
え
る
時
間
を

持
つ
こ
と
を
目
的
に
開
設
当
初
か
ら
続
い

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
、
暦
を

め
く
る
た
び
に
ユ
ニ
ッ
ト
で
生
活
し
て
い

倉
庫
兼
会
議
室
が
完
成
し
ま
し
た
！

　

物
置
用
プ
レ
ハ
ブ
の
老
朽
化
対
策
と
業

務
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
裏
庭
（
以
前

プ
レ
ハ
ブ
の
あ
っ
た
場
所
）
へ
倉
庫
兼
会

議
室
の
新
築
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
昨
年
12
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

内
部
は
と
て
も
広
く
、
備
品
や
私
物
等

た
く
さ
ん
の
荷
物
が
収
納
可
能
な
ス
ペ
ー

ス
で
す
。

　

広
い
倉
庫
・
快
適
な
会
議
室
を
今
後
、

有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
支
援
施
設 

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

旅
の
好
き
な
「
乗
り
鉄

4

4

4

」
マ
ン

障
害
者
支
援
施
設 

山
郷
館
く
ろ
い
し
グ
ル
ー
プ

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

る
10
人
の
モ
デ
ル
が
、
様
々
な
表
情
を
見

せ
ま
す
。
暦
に
は
、
自
分
た
ち
の
誕
生
日

を
し
っ
か
り
と
記
入
し
、
ひ
と
目
で
誰

が
、
い
つ
誕
生
日
を
迎
え
る
の
か
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
来
年
こ
そ
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
！
」と
、

新
た
な
年
に
向
け
て
誓
い
を
立
て
た
人
も

い
ま
し
た
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
に
参
加
出
来
な
い

方
々
に
は
、
新
年
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

と
い
う
意
味
で
「
足
型
」
を
取
っ
て
い
た

だ
き
、
担
当
職
員
が
本
人
の
気
持
ち
を
代

弁
し
て
色
紙
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
職
員
も
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

目
標
や
夢
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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七
峰
会
後
援
会

　

定
時
総
会
開
か
れ
る

　

２
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
よ
り

『
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
』
に
於
い

て
、
会
員
60
数
名
の
出
席
で
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
内
誠
三
会
長
よ
り
開
催
の
挨
拶
が
あ

り
、
会
議
は
会
長
の
議
長
進
行
で
、
平
成

25
年
度
事
業
報
告
、
同
年
度
収
支
決
算
報

告
の
承
認
及
び
平
成
26
年
度
事
業
計
画
案

収
支
予
算
案
が
提
案
通
り
に
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
七
峰
会
理
事
長
の
変
更
に
よ
っ

て
後
援
会
事
務
局
担
当
委
員
と
、
団
体
会

員
の
異
動
に
伴
う
委
員
の
変
更
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
引
き
続
い
て
懇
親
会
に
移

り
、
会
員
間
の
交
流
が
持
た
れ
て
、
施

設
や
法
人
事
業
の
様
子
等
に
つ
い
て
の

話
題
が
交
わ
さ
れ
、
和
や
か
に
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

　

尚
、
平
成
26
年
度
の
後
援
会
施
設
見

学
研
修
は
、
10
月
頃
に
拓
心
館
グ
ル
ー

プ
の
『
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ

と
』
等
の
見
学
と
弘
前
市
宮
地
方
面
で

の
産
直
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
交
流
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
案
内
の
際

に
は
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

総合支援事業総合支援事業 障 害 者 支 援 事 業障 害 者 支 援 事 業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的
山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
生
活
介
護
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル

　
　
　
　
☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い

　
　
　
　
☎
○
２
０
１
３

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
○
２
１
３
１

97

　
　
　
　
　
☎
○
２
１
３
１

97

自
立
訓
練
事
業（
宿
泊
型
自
立
訓
練
・
生
活
訓
練
）

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
共
同
生
活
・
介
護
・
援
助
）

は
ぁ
と（
児
童
発
達
支
援
事
業
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き（
就
労
移
行
・
就
労
継
続
Ｂ
型
事
業
）

勇
心
学
園（
就
労
訓
練
施
設
）

エ
イ
ブ
ル
（
生
活
介
護
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
）

指
定
相
談
支
援
事
業
所
ビ
リ
ー
ブ

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

　
☎
○
４
５
２
０

82
　
☎
○
４
５
２
４

82

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム『
わ
か
ば
』

　
　
　
　
　
☎
○
１
８
８
８

32 97 9597
3737

　
　
　
　
　
☎
○
２
９
４
１

97
☎
○
２
１
１
１

97

施
設
入
所
支
援
　
生
活
介
護
事
業

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所（
通
所
型
）

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所

拓
光
園
共
同
生
活
介
護
事
業
所（
２
ヶ
所
）

拓
光
園
相
談
支
援
事
業
所

障
害
者
支
援
施
設  

拓
　光
　園　
☎
○
２
３
３
１

96

主 に 身 体

山
郷
館
身
体
障
害
者
（
児
）
短
期
入
所
事
業
所

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ど・
れ
・
み

山

郷

館

訪

問

介

護

セ

ン

タ

ー

山
郷
館
訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー
黒
石

山
郷
館
「
パ
レ
ッ
ト
」（
福
祉
ホ
ー
ム
）

山
郷
館
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず

山
郷
館
ラ
イ
フ
（
共
同
生
活
・
介
護
・
援
助
）

施
設
入
所
支
援
・
生
活
介
護
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
さ
わ
ら

障
害
者
支
援
施
設  

山
郷
館

　
　
　
　
　
☎
○
２
２
１
１

97

障
害
者
支
援
施
設  

山
郷
館
く
ろ
い
し
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障
害
者
支
援
施
設  

旭
　光
　園　
☎
○
５
１
５
５

57

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

　
☎
○
５
０
１
８

88

　

１
月
12
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば

の
利
用
者
さ
ん
は
、
毎
年
恒
例
の
町
会
行

事
「
若
葉
町
会
親
子
餅
つ
き
大
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
町
会
の
子
供
さ
ん
達
が
、

力
を
合
わ
せ
て
餅
を
つ
く
様
子
を
近
く
で

見
ら
れ
る
と
い
う
事
で
、
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。（
若
葉
町
会
集
会
所

に
て
）

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雪
で
、
玄
関
内

で
の
餅
つ
き
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
さ

ん
達
の
頑
張
り
に
笑
顔
で
応
援
し
た
り
、

「
ぺ
っ
た
ん
、
ぺ
っ
た
ん
。」
と
お
囃
子
を

か
け
た
り
、「
昔
は
こ
う
だ
っ
た
ね
。」

「
こ
っ
ち
の
方
が
美
味
し
い
ね
。」
と
昔
話

に
も
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

お
餅
を
丸
め
る
作
業
は
、
若
い
人
に
は

負
け
ま
せ
ん
。
つ
き
た
て
の
お
餅
は
、
お

雑
煮
に
な
り
ま
し
た
。
町
会
の
皆
さ
ん
が

持
ち
寄
っ
た
、
漬
物
や
お
に
ぎ
り
、
ミ
カ

ン
な
ど
も
い
た
だ
き
、
お
腹
も
心
も
ぽ
っ

か
ぽ
か
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
会
の
行
事
に
は
、
積

極
的
に
、
楽
し
く
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
グ
ル
ー
プ

若
葉
町
会
親
子
餅
つ
き
大
会

―
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば
―


